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田舎暮らしに最適なのはどこ？「住みたい田舎」ランキング 

   

 株式会社宝島社が発行する田舎暮らしのための月刊誌『田

舎暮らしの本』では，現在発売中の最新号「２０１５年版住み

たい田舎ベストランキング」を発表している。この「住みたい

田舎ランキング」は，定住促進に積極的な２，９５７市町村を

対象に，１０ジャンル全９５項目のアンケートを実施し，“田

舎暮らしに最適な自治体”をランキングしたもの。アンケート

項目は，田舎暮らしの実現に重要なポイントとなる「自然環

境」「移住者支援制度の充実度」「子育てのしやすさ」「医療介

護体制の充実度」などを設定している。 

 第３回を迎える今回のランキングでは，島根県大田市が総合

１位となり，「移住者支援制度が充実」「就職・就農支援が手厚

い」「子育てのしやすい環境」などの理由から選ばれた。次い

で，鳥取県鳥取市が２位，大分県豊後高田市，鹿児島県薩摩川

内市が同率３位，佐賀県武雄市が５位という結果になった。 

 総合ランキングの他に，読者ニーズに合わせ「子育て世代に

ぴったりな田舎」や「シニア世代が暮らしやすい田舎」「週末

に通える田舎」など 計７つの部門別ランキングも発表してい

る。政府が地方創生を重点政策に掲げるなか，自治体も移住者

支援制度に力を入れており，また，近年は若い世代の田舎暮ら

しも増えていることから，今後も田舎暮らしに注目が集まることが予想される。 

 

■総合ランキング 

第１位 大田市（島根県） 

第２位 鳥取市（鳥取県） 

第３位 豊後高田市（大分県） 

第３位 薩摩川内市（鹿児島県） 

第５位 武雄市（佐賀県） 

 

■部門別ランキング 

◆子育て世代にぴったりな田舎 

 第１位 伊那市（長野県） 

◆シニア世代が暮らしやすい田舎 

 第１位 武雄市（佐賀県） 

◆週末に通える田舎 

 第１位 館山市（千葉県） 

http://tkj.jp/inaka/201502/#feature1 

http://tkj.jp/read/index/magazine/inaka/month/201502/maxpage/24/pagedir/2/pn/4/ 

ＦＭさつませんだいで聞いた情報をもとに，早速，明屋書店で購入して読みましたが，第１

位の大田市（島根県），第２位の 鳥取市（鳥取県），本市と同ポイントで第３位の豊後高田

市（大分県）までは，３～４㌻誌面を割いて紹介されていましたが薩摩川内市は掲載無。 

http://tkj.jp/inaka/201502/#feature1
http://tkj.jp/read/index/magazine/inaka/month/201502/maxpage/24/pagedir/2/pn/4/
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２０１４年１１月に可決・成立した「まち・ひと・しごと創生法」は，地域振興にどういっ

た影響を与えるのだろうか。９月に地方創生担当大臣に就任した石破茂さんに，法案の趣

旨と政府の方針・理念，そして自身の田舎への思いについて伺った。 

全国の自治体が策定する戦略を 

国が支援する体制をつくります 

地方創生担当大臣 石破 茂さん 

公共工事と企業誘致に頼ることはできない 

 私は鳥取県八頭町の，旧都家町という，かなり気合の入った田舎出身です。育ったのは父

の石破二朗が鳥取県知事だった関係で鳥取市の公邸でしたが，小学生から中学生にかけて

は，長い休みになると田舎暮らし。夏休みの前半は岩美町の浦富という海辺で過ごし，後半

は山深い八頭の実家に泊まり込み，田舎暮らしを楽しみました。 

 当時はまだ田舎が元気な時代で，わが鳥取県でも珍しく人口が増えた時期でしたが，その

ころの地方経済は公共工事と企業誘致で栄えていました。何万人が公共工事で雇用され，鳥

取でいえば鳥取三洋電機（現・三洋テクノソリューションズ鳥取）やそれに連なる企業群が

あって，何万人という雇用があった。 

 けれども，現在は国の借金が１，０００兆円という時代です。多くの人を公共事業で雇用

することは望むべくもありません。企業はマザー工場はともかくとしても，大量生産を行う

工場はマーケットがあるところにつくるわけで，日本よりアジア諸国が中心になるでしょ
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う。 

 だから今後は，公共事業や企業立地に頼らない地方をつくっていかなければなりません。 

 

地方創生は，私のライフワークです。 
地方の挑戦を支援するワンストップ窓口をつくる 

 独自の取り組みで大きな成果を挙げている人たちが，地方にはたくさんいます。例えば鹿

児島県鹿屋市の「やねだん」や，北海道音威子府村の高校の取り組み，島根県大田市の中根

プレイスなど，そこにしかないものやそこにしかいない人がいるところには，全国から人が

集まるんですよね。そういった成功事例集を読むと，下手な小説より面白い。俺の村はどう

だ！すごいだろ！という自信と誇りがみなぎっていて，それが人を引き付けている。その地

域が元気になっている。 

 政府の総合戦略や長期ビジョンに基づき，これからすべての都道府県・市町村に個別に戦

略をつくっていただくことになります。町や村にどこから人が来て，どこへ出ていくのか。

モノやお金はどうなのか。そういった精密なデータを元に現状分析をし，５年後に達成すべ

き数値目標を平成２７年度中に設定してもらいます。計画し（Plan）， 

実行し（Do），どうだったか評価し（Check），それを元に新たな行動を起こす（Act）とい

うＰＤＣＡサイクルをつくります。 

 それを支援する体制を，国もつくらなければなりません。農林水産省へ行き，経済産業省

へ行き，国土交通省へ行ってそれぞれ書類を出し，採択されるまでが大仕事といったことが

ないように，ワンストップの窓口をつくり，しっかり支援する仕組みを整えたいと思ってい

ます。 

 

地方を守ることで日本全体が強くなる 

 日本はこれまで，食料やエネルギーの大半を外国に依存してきました。食料自給率を高め

よう，エネルギー自給の体制を強化しよう，と言ってきたけれど，どこまで本気で取り組ん

だかといえば疑問です。 

 米で言えば，高い関税を守り，生産調整で価格を維持してきましたが，それで本当に産業

たり得たのか。国土の６７％が森林で，１年に生長する木の量だけで国内の木材需要が賄え

るにもかかわらず，どうして山は荒れ放題になったのか。金を出して外国から買えばそれで

いいと思っていて，それが国家を脆弱にしてきた。地方を守り，人間らしい暮らしをするこ

とが，外的な要因に大きく左右されることのない日本をつくることにもつながるのではな

いかと思います。 

 

田舎こそ，人間らしく暮らせるところ 

 私は高校から，大学，勤め先と東京で過ごしました。それなりに楽しかったこともありま
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すが，新入社員のころは働くために休むような生 

活でした。朝６時半に寮を出て，８時には勤務先 

の銀行に入っている。夜は終電以外で帰ったこと 

がない。土曜も出勤で，休みの日は死んだように 

寝ている。楽しかったですけれど，ふと「何なん 

だろうね？」と思うときがありました。 

 生きる価値を何に置くか──。田舎にはよいと 

ころも悪いところもありますが，田舎では自然と 

ともに生きることができ，人間らしい生活が送れ 

ることは間違いありません。周りの人との付き合いがいやだなあと思うかもしれませんが，

隣の人が誰かもわからないマンションで，死んでもひと月発見されないということは，田舎

ではあり得ません。 

 東京で暮らすことに価値を見出す人もいるでしょう。でも，田舎の価値観にふれる機会が

もっとあってもいいし，それによって田舎っていいなと思う人がもっと沢山いていいと思

うんです。 

 私の父は建設事務次官のときに都知事選出馬の話もあったのですが，お世話になった故

郷の知事をやりたいということで，私が１歳のときに鳥取県知事になりました。祖父も村長

でしたし，私にもそういった地元を愛する血が流れでいるのを感じます。 

 子どものころにあんなに賑やかで，ワクワクするところだった田舎が，今や耕作放棄地だ

らけで，駅前の多くの店がシャッターを下ろしている。これっていったい何なんだろう，な

んとかしたい，という思いが強くありました。農林水産業についても長く勉強してきました。

地方創生担当大臣をやってくださいと安倍総理から言われたとき，あまり迷わずお受けし

たのは，地方創生は自分のライフワークだとの思いがあったからです。 

※まち・ひと・しごと創生法 

地方創生の理念や，戦略策定の方法について定めた法律。少子高齢化の進展に的確に対応し，人

口の減少に歯止めをかけるとともに，東京圏への人口の過度の集中を是正することを狙いとし

ている。本法によって設置された「まち・ひと・しごと創生本部」が議論を行い，各地方自治体

がその状況に合った戦略を決定し，実践していく。 

※やねだん 

鹿児島県鹿屋市串良町にある柳谷地区の愛称。行政に頼らないむらおこしで注目を集める。約１

２０戸の集落だが，土着菌を活用した環境保全型農業や本格芋焼酎などで自主財源を確保し，独

自の福祉や青少年教育にも取り組む。 

※音威子府村の高校 

北海道で最も人口が少ない自治体である，音威子府村立の北海道おといねっぷ美術工芸高等学

校のこと。存亡の危機から改革に取り組み，美術展などで多くの生徒が入選するなど，全国から

入学志望者が集まる「奇跡の学校」として知られる。 


